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行
の
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本
書
は
、日
本
建
築
史
お
よ
び
日
本
都
市
史
と
い
う
研
究
分
野
の
一
成
果
で

あ
る
。建
築
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
建
築
史
は
、神
社
や
仏
閣
と
い
っ
た
宗
教

建
築
あ
る
い
は
寝
殿
造
や
書
院
造
と
い
っ
た
上
層
住
宅
を
ま
ず
扱
っ
て
き
た
が
、

後
に
庶
民
住
宅
や
都
市
へ
と
そ
の
対
象
を
広
げ
た
。庶
民
住
宅
と
都
市
を
積
極

的
に
扱
っ
た
本
書
は
、そ
の
内
容
に
以
下
の
独
創
性
が
あ
る
。第
一
、住
宅
と
い
っ

た
ミ
ク
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
都
市
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
に
至
る
段
階
を
、

形
態
を
通
じ
て
連
続
的
に
把
握
し
た
。第
二
、建
築
に
加
え
て
土
地
を
対
象
化

し
た
上
で
、建
物
と
土
地
の
関
係
を
積
極
的
に
考
察
し
た
。第
三
、住
宅
か
ら
都

市
ま
で
、建
物
と
土
地
の
相
互
関
係
を
形
態
が
生
成
さ
れ
る
過
程
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
よ
り
、形
態
生
成
に
即
し
た
本
格
的
な
都
市
形
態
史
を
日
本
に
て
樹

立
し
た
。第
四
、さ
ら
に
こ
の
形
態
生
成
を
成
り
立
た
せ
た
歴
史
的
潮
流
を
捉

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、単
な
る
形
態
生
成
に
と
ど
ま
ら
な
い
歴
史
学
研
究
の
対

象
と
方
法
を
創
造
し
た
。第
五
、中
近
世
京
都
の
研
究
に
対
し
て
諸
々
の
新
し
い

方
法
と
知
見
を
付
け
加
え
た
。第
六
、形
態
生
成
に
即
し
た
歴
史
的
潮
流
を
捕

捉
す
る
こ
と
に
よ
り
、形
態
史
的
な
観
点
か
ら
時
代
区
分
を
明
確
に
し
た
。

　
以
上
の
独
創
性
を
も
つ
本
書
は
、個
々
の
住
宅
か
ら
都
市
の
全
体
像
ま
で
を

対
象
に
し
て
、建
物
と
土
地
に
関
す
る
形
態
生
成
を
歴
史
的
に
扱
っ
た
も
の
で

あ
る
。そ
の
結
果
、建
築
学
と
日
本
史
に
関
す
る
従
来
の
学
説
を
覆
す
数
々
の

論
点
を
提
出
し
た
。ま
ず
、建
築
学
に
お
い
て
、敷
地
境
界
線
が
あ
ら
か
じ
め
施

さ
れ
た
後
に
個
々
の
敷
地
の
な
か
に
建
物
が
た
つ
と
い
う
過
程（
本
書
は
こ
れ
を

地
割
先
行
型
と
命
名
）の
み
に
よ
っ
て
、形
態
生
成
の
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、敷
地
境
界
が
で
き
る
前
に
建
物
群
が
土
地
の
上
に
立
地
し
た
後
か

ら
個
々
の
建
物
の
形
態
に
応
じ
て
敷
地
境
界
が
漸
進
的
に
形
成
さ
れ
る
過
程

（
建
物
先
行
型
と
命
名
）を
想
定
し
、そ
の
過
程
に
合
致
す
る
実
例
を
示
し
た
。

こ
の
過
程
は
、形
態
生
成
に
関
す
る
従
来
の
知
識
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。つ
ぎ
に
、日
本
史
に
関
し
て
、中
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
ま
で
を
扱
っ

た
本
書
は
主
に
二
つ
の
決
定
的
な
画
期
を
鮮
明
に
し
た
。そ
の
一つ
は
、元
亀
四

年（
一
五
七
三
）か
ら
天
正
一
九
年（
一
五
九
一
）ま
で
の
織
豊
期
で
あ
る
。こ
の
期
間

の
内
実
を
根
底
か
ら
問
い
正
し
た
結
果
、上
京
放
火
と
洛
中
地
子
免
除
の
歴
史

的
意
義
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。い
ま
一つ
は
、寛
文
七
年（
一
六
六
七
）か
ら
延
宝

七
年（
一
六
七
九
）ま
で
で
あ
る
。そ
れ
以
前
は
建
物
先
行
型
が
支
配
的
で
あ
っ
た

が
、以
後
、地
割
先
行
型
に
移
行
す
る
。

　
本
書
は
、端
的
に
い
え
ば
、中
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
ま
で
の
展
開
過
程
を
、

建
物
と
土
地
と
の
相
互
関
係
に
基
づ
く
形
態
生
成
と
い
う
観
点
に
て
完
成
さ

せ
た
と
い
う
内
容
を
持
つ
。そ
の
学
問
的
な
価
値
は
大
き
い
。45

％
縮
小（
原
寸
Ａ
４
判
）

組 見 本

本書の特色
本書の特色は、都市あるいは都市的なるもの
を形態の変容として把握したことにある。とり
わけ上部構造が基礎を規定するといった変
容に注目した本書は、この過程を建物先行
型と定義した。まず微視的なスケールを捉え、
より巨視的なスケールを段階的に明らかに
した上で、都市の全体像を把握し、この形態
生成の論理にしたがって時代を区分した。そ
の結果、無数の小屋からなる堂々たるミヤ
コ・京都の姿を示すに至った。以上の一連の
考察をまとめたものが本書である。

祗園御旅所古図　大和政安氏蔵
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後
半
京
都
に
お
け
る
周
辺
域
の
形
態

Ⅴ
　
全
体
像 

18
　
近
世
京
都
の
拡
大
過
程
に
関
す
る
編
年

19
　
地
子
と
地
租
の
間
̶
近
世
京
都
の
賦
課
形
態
に
お
け
る
町
人
足
役
の
位
置
̶

20
　
都
市
変
容
に
お
け
る
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
統
合
理
論

京̶
都
を
モ
デ
ル
と
し
た
都
市
の
個
別
的
更
新
原
理
̶

結
　
建
物
先
行
型

あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
参
考
文
献
一
覧
／
図
表
一
覧
／
索
引

刊
行
の
こ
と
ば

　
本
書
は
、日
本
建
築
史
お
よ
び
日
本
都
市
史
と
い
う
研
究
分
野
の
一
成
果
で

あ
る
。建
築
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
建
築
史
は
、神
社
や
仏
閣
と
い
っ
た
宗
教

建
築
あ
る
い
は
寝
殿
造
や
書
院
造
と
い
っ
た
上
層
住
宅
を
ま
ず
扱
っ
て
き
た
が
、

後
に
庶
民
住
宅
や
都
市
へ
と
そ
の
対
象
を
広
げ
た
。庶
民
住
宅
と
都
市
を
積
極

的
に
扱
っ
た
本
書
は
、そ
の
内
容
に
以
下
の
独
創
性
が
あ
る
。第
一
、住
宅
と
い
っ

た
ミ
ク
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
都
市
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
に
至
る
段
階
を
、

形
態
を
通
じ
て
連
続
的
に
把
握
し
た
。第
二
、建
築
に
加
え
て
土
地
を
対
象
化

し
た
上
で
、建
物
と
土
地
の
関
係
を
積
極
的
に
考
察
し
た
。第
三
、住
宅
か
ら
都

市
ま
で
、建
物
と
土
地
の
相
互
関
係
を
形
態
が
生
成
さ
れ
る
過
程
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
よ
り
、形
態
生
成
に
即
し
た
本
格
的
な
都
市
形
態
史
を
日
本
に
て
樹

立
し
た
。第
四
、さ
ら
に
こ
の
形
態
生
成
を
成
り
立
た
せ
た
歴
史
的
潮
流
を
捉

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、単
な
る
形
態
生
成
に
と
ど
ま
ら
な
い
歴
史
学
研
究
の
対

象
と
方
法
を
創
造
し
た
。第
五
、中
近
世
京
都
の
研
究
に
対
し
て
諸
々
の
新
し
い

方
法
と
知
見
を
付
け
加
え
た
。第
六
、形
態
生
成
に
即
し
た
歴
史
的
潮
流
を
捕

捉
す
る
こ
と
に
よ
り
、形
態
史
的
な
観
点
か
ら
時
代
区
分
を
明
確
に
し
た
。

　
以
上
の
独
創
性
を
も
つ
本
書
は
、個
々
の
住
宅
か
ら
都
市
の
全
体
像
ま
で
を

対
象
に
し
て
、建
物
と
土
地
に
関
す
る
形
態
生
成
を
歴
史
的
に
扱
っ
た
も
の
で

あ
る
。そ
の
結
果
、建
築
学
と
日
本
史
に
関
す
る
従
来
の
学
説
を
覆
す
数
々
の

論
点
を
提
出
し
た
。ま
ず
、建
築
学
に
お
い
て
、敷
地
境
界
線
が
あ
ら
か
じ
め
施

さ
れ
た
後
に
個
々
の
敷
地
の
な
か
に
建
物
が
た
つ
と
い
う
過
程（
本
書
は
こ
れ
を

地
割
先
行
型
と
命
名
）の
み
に
よ
っ
て
、形
態
生
成
の
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
て
き

た
。し
か
し
、敷
地
境
界
が
で
き
る
前
に
建
物
群
が
土
地
の
上
に
立
地
し
た
後
か

ら
個
々
の
建
物
の
形
態
に
応
じ
て
敷
地
境
界
が
漸
進
的
に
形
成
さ
れ
る
過
程

（
建
物
先
行
型
と
命
名
）を
想
定
し
、そ
の
過
程
に
合
致
す
る
実
例
を
示
し
た
。

こ
の
過
程
は
、形
態
生
成
に
関
す
る
従
来
の
知
識
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。つ
ぎ
に
、日
本
史
に
関
し
て
、中
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
ま
で
を
扱
っ

た
本
書
は
主
に
二
つ
の
決
定
的
な
画
期
を
鮮
明
に
し
た
。そ
の
一つ
は
、元
亀
四

年（
一
五
七
三
）か
ら
天
正
一
九
年（
一
五
九
一
）ま
で
の
織
豊
期
で
あ
る
。こ
の
期
間

の
内
実
を
根
底
か
ら
問
い
正
し
た
結
果
、上
京
放
火
と
洛
中
地
子
免
除
の
歴
史

的
意
義
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。い
ま
一つ
は
、寛
文
七
年（
一
六
六
七
）か
ら
延
宝

七
年（
一
六
七
九
）ま
で
で
あ
る
。そ
れ
以
前
は
建
物
先
行
型
が
支
配
的
で
あ
っ
た

が
、以
後
、地
割
先
行
型
に
移
行
す
る
。

　
本
書
は
、端
的
に
い
え
ば
、中
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
ま
で
の
展
開
過
程
を
、

建
物
と
土
地
と
の
相
互
関
係
に
基
づ
く
形
態
生
成
と
い
う
観
点
に
て
完
成
さ

せ
た
と
い
う
内
容
を
持
つ
。そ
の
学
問
的
な
価
値
は
大
き
い
。45

％
縮
小（
原
寸
Ａ
４
判
）

組 見 本

本書の特色
本書の特色は、都市あるいは都市的なるもの
を形態の変容として把握したことにある。とり
わけ上部構造が基礎を規定するといった変
容に注目した本書は、この過程を建物先行
型と定義した。まず微視的なスケールを捉え、
より巨視的なスケールを段階的に明らかに
した上で、都市の全体像を把握し、この形態
生成の論理にしたがって時代を区分した。そ
の結果、無数の小屋からなる堂々たるミヤ
コ・京都の姿を示すに至った。以上の一連の
考察をまとめたものが本書である。

祗園御旅所古図　大和政安氏蔵



中
近
世
都
市
形
態
史
論

土
本
俊
和（
信
州
大
学
工
学
部
教
授
）著

Ａ
４
判
上
製
函
入 

本
文
五
七
〇
頁
　
挿
図
一
三
〇
点

　
定
価（
本
体
三
五
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

ISBN
4-8055-0428-5 C3052

二
〇
〇
三
年
二
月
刊
行

著者略歴
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建
築
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市
史
関
連
書
目
◆

日
本
中
世
住
宅
の
研
究〔
新
訂
〕

Ｂ
５
判
上
製
函
入

本
文
六
二
〇
頁 

　川
上

　貢 

著

定
価（
本
体 

三
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

寝
殿
造
か
ら
書
院
造
が
成
立
し
て
い
く
そ
の
変
遷

過
程
を
論
じ
た
歴
史
的
名
著
。著
者
自
ら
が
そ
の

後
の
研
究
成
果
を
補
訂
、付
編
に
盛
り
込
ん
だ
決

定
版
。 

ISBN
4-8055-0418-8 C3052

近
世
都
市
空
間
の
原
景

Ｂ
５
判
上
製
函
入

本
文
四
六
八
頁 

　
伊
藤
裕
久 

著

定
価（
本
体
二
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

近
世
都
市
空
間
の
原
基
的
形
態
を
な
す
集
住
環

境
に
つ
い
て
、文
献
史
料
、フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら

具
体
的
な
復
原
的
考
察
を
加
え
、そ
の
空
間
構
造

の
特
徴
及
び
成
立・
変
容
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ISBN
4-8055-0434-X C3052

近
世
武
家
集
団
と
都
市・建
築

Ａ
５
判
上
製
函

入
本
文
三
〇
六
頁

　藤
川
昌
樹 

著

定
価（
本
体 

九
、五
〇
〇
円
＋
税
）

本
書
は
武
家
地
・
武
家
屋
敷
に
着
目
し
、近
世
の

都
市
史
・
都
市
建
築
像
の
解
明
に
新
た
な
知
見
と

基
盤
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ISBN
4-8055-0411-0 C3052

日
本
古
代
中
世
住
宅
史
論

Ａ
５
判
上
製
函

入
本
文
三
五
二
頁

　
藤
田
勝
也 

著

定
価（
本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

古
代
末
・
中
世
初
頭
の
貴
族
住
宅
の
建
築
的
変
化
、

時
代
的
特
質
を
解
明
し
、日
本
史
学
・
国
文
学
な

ど
の
関
連
分
野
に
新
た
な
論
点
を
提
起
す
る
論
文

集
。 

　ISBN
4-8055-0429-3 C3052

日
本
を
代
表
す
る
中
近
世
都
市
・
京
都
に
即
し
て
、都
市
形
態

の
生
成
過
程
を
捉
え
る「
都
市
形
態
史
」と
い
う
新
し
い
学
問
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、厖
大
な
史
料
を
駆
使
し
て
従
来
の
都
市

の
歴
史
研
究
に
新
し
い
観
点
を
提
出
し
た
大
著
で
あ
る


